
 

 

この研修では，リハビリテーションに関連する知識や介護技術の向上等を図る

ため毎年さまざまなテーマで講座と実習を行っています。 

実習は，例年当センターで行っていますが，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，今年 

度は，参加者を同一施設の職員に限定し，ご希望の会場に当センターの専門職員が出向いて，感染症 

対策を行ったうえで実施します。ぜひご活用ください！！ 

〇 実習内容 １．現場で役立つ！介助法 「移乗編」 

２．現場で役立つ！介助法 「ベッド上移動・起き上がり編」 

３．現場に活かす！機能維持体操 「座位でできる集団体操編」 

４．現場に活かす！機能維持体操 「臥位でできる個別運動編」 

〇 所要時間 各講座 約 90 分 

〇 受 講 料 無料 

〇 対  象 京都市内の障害福祉サービス事業所，介護保険施設・事業所等に所属の職員等 

〇 申込方法 申込書を当センターホームページからダウンロードしてください（詳細については， 

当センターホームページの案内チラシをご覧ください。）。 

 

◆当研修講座について 

講座については，従来からの会場での受講に加え，新たにオンラインでの受講も可能な方向で 

準備中です。準備が整ったものから，当センターのホームページや施設宛てのメール等でお知ら 

せしていますので，ご覧ください。 

 

◆当研修のご案内を個人（支援者の方対象）宛てにメールします！ 

今後，当研修などのご案内の送付を希望される方は， 

件名を【研修案内希望】とし，氏名，所属を明記のうえ， 

送付を希望するメールアドレスから rehabili-chiiki@city.kyoto.lg.jp に 

メールを送信してください。 

 

申込・問合せ先：京都市地域リハビリテーション推進センター 相談課 

電話：（０７５）８２３－１６６６ ＦＡＸ：（０７５）８４２－１５４１ 

申込専用メールアドレス：rehabili-chiiki@city.kyoto.lg.jp 

 

 

 

 

当センター専門職員が出向いて実習します！！ 

京都市地域リハビリテーション推進センターだより 
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京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。  



         高次脳機能障害とは．．． 
病気やケガなどによって脳がダメージを受けると，ダメージを受けた個所に応じて様々な症状が

現れます。なかでも，注意や感情，記憶，行動といった脳の“高次”の機能が損なわれた場合を「高

次脳機能障害」と呼んでいます。手足の麻痺などと違って，外見からは脳損傷の後遺症があるとは一

見分からないため，「見えない障害」とも言われています。障害を持つご本人にとっても，周りの人

から見ても，理解がしにくい障害です。 

 

 

                  高次脳機能障害では, 

  主に次のような症状が見られます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

京都市地域リハビリテーション推進センター障害者支援施設は， 

こうした高次脳機能障害のある方が，日常生活の自立や就労等の  

社会参加につながるように訓練を行っています。 

【 注意障害 】 

 注意や集中をコントロールする力が弱

くなる症状です。 

  ・気が散りやすく，落ち着きがない 

  ・集中力を維持しにくい 

  ・ボーっとして反応が鈍い 

  ・同時に二つ以上のことができない 

  ・単純なミスが多い 

【 遂行機能障害 】 

 計画的に目標に向かって行動することが難し

くなる症状です。 

  ・自ら行動できず，指示がないと動けない 

  ・物事の優先順位が決められない 

  ・見通しや段取りを考えるのが苦手 

  ・想定外のことが起こると混乱してしまう 

  ・間違いを修正できない 

【 社会的行動障害 】 

 感情や欲求をコントロールしにくくなることなど

が原因で，社会参加や対人関係面で現れる症状で

す。 

  ・欲求が抑えられない 

  ・怒りっぽい 

  ・周りのことに無関心になって意欲に乏しい 

  ・一つのものごとにこだわって，気持ちを切り替え

にくい 

  ・子どもっぽい言動や甘えるような言動が増える 

【 記憶障害 】  

 新しいことを覚えにくくなったり，昔のこと

を思い出せなくなったりする症状です。 

  ・物の置き場所を忘れる 

  ・同じことを繰り返し質問する 

  ・約束を忘れる 

  ・人の顔や名前を覚えられない 

  ・忘れた部分を補おうとして，事実とは違う

話を無意識に作ってしまう（作話） 

 

あらためて 



 

 

 

高次脳機能障害のある方の中には，注意力や記憶機能の低下のため，家庭や社会の中でのルールや

日常生活の中での決まり事などが守れなくなり，家族や職場等，周囲の人との関係を損なう行動をと

ってしまう方がおられます。 

当施設では，各利用者の症状，発症又は受傷前の社会環境や個々の性質などを勘案して，課題を発

見し，改善に向けてグループによる訓練を実施しています。 

今回紹介する「脳トレ」では，注意力や記憶機能の改善やコミュニケーションの活性化，感情コン

トロールなどを意識して行っています。 

京都市地域リハビリテーション推進センター 障害者支援施設 概要 

◆利用対象者：18 歳以上で高次脳機能障害を有する方 

◆利 用 定 員：入所又は通所での自立訓練（機能訓練 25 名，生活訓練 15 名。うち施設入所 

支援 30 名。短期入所も行っています。） 

◆利 用 期 間：個々の課題や目標に応じて，機能訓練は最長 1 年 6 か月，生活訓練は最長 2 年 

◆お 問 合 せ：京都市高次脳機能障害者支援センター  

TEL 075-823-1658   FAX 075-842-1545 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す ご ろ く や 神 経 衰 弱 ，    

ジェスチャーゲームなど，

他の参加者とコミュニケー

ションをうまくとれるよう

支援しています。 

朝一番に行われる朝礼の中での話を，正確に把

握できているか確認しています。記憶機能の低

下に対する代償手段となる“メモをとること”

の大切さに気づけるよう働きかけています。 

この日は，心理士と言語聴覚士が運営

し，言語面に焦点を当てたカードゲー

ムをしています。 

条件に合った言葉が思い浮かぶかな？ 

訓練プログラムの紹介 

京都市地域リハビリテーション推進センターの 

障害者支援施設 

【脳トレ】 
グループ構成：スタッフ２名程度と参加者（利用者）４～５名  訓 練 時 間 ：４０分間 

目    的：個々の障害特性や課題に着目して，注意・記憶機能の向上，集団の中での適切な表

出の仕方やコミュニケーション能力の向上を目指す。 

内    容：スタッフが中心となって進行。スタッフからの話題提供によるディスカッションや 

カードゲームやすごろく，ジェスチャーゲームなどを通して，参加者同士がその場に

応じたコミュニケーションが取れるように，スタッフからの助言や利用者間での協力

関係が生まれるように進行します。 



地域ガエルのお出かけ講座 

 当センターでは，専門職員（理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，高次脳機能障害者支援コー

ディネーター等）が，京都市内のお住まいの地域に直接出向き，リハビリテーションや高次脳機能

障害に関連する講座を無料で実施しています。 

 今年度からは，新型コロナウイルス感染症拡大

防止対策を取ったうえで，概ね５名程度の少人数

でも受講していただけるようにしました。テーマ

もこれまでの依頼内容を基にリハビリテーション

に関する講座を充実させ，全１５テーマをライン

ナップ。 

 同一事業所内で少人数でも各種講座を受講い

ただける絶好の機会です。 

講座の詳細や申込方法については，当センター

ホームページに記載されているお出かけ講座案内 

チラシをご覧ください。 

当センターFacebook でも紹介しています。 

 

  

  『よくわかる高次脳機能障害セミナー』を開催しました！ 

 

令和３年３月１５日（月），「認知症ケアの知識と経験はこう使える！～共通点と相違点～」という

テーマで，京都大学大学院医学研究科精神医学講師の上田敬太先生にお話しいただきました。 

介護保険施設や事業所の職員の方に高次脳機能障害の理解を深めていただこうと企画した本セミ

ナーも，今年で３回目。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，初めてオンラインで開催しまし

たが，１１０名とたくさんの方にご参加いただけました。 

上田先生からは，脳の損傷部位ごとに出現しやすい症状とその対策，経過などを説明いただきま

した。「先生の話が分かりやすく勉強になった」，「すぐにでも実践に活かせる内容だった。同僚たち

にも教えたい」と，参加された方からは大変好評でした。次回の本セミナーもオンラインでの開催を

予定しています。また，本セミナー以外にも，京都市高次脳機能障害者支援センターでは様々な研修

を企画していますので，ぜひご参加ください。 

 

京都市高次脳機能障害者支援センター ホームページ 

http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/ 
 

   

（写真は支援者の腰痛予防の講座の一コマです。） 

 

 

Facebook 

 
地域ガエルのお出かけ講座 

★編集後記★  
昨年からの厳しい世の中で，なかなか会場 

参加型研修を実施できませんが，オンライン

での開催を行っています。この紙面で案内し

ているホームページを，ぜひご覧になってく

ださい。一日も早く，自由に外出できる日が

来ることを願います（ｰ 人 ｰ） 
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